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出
雲
地
区
本
部

令
和
３
年
度
事
業
報
告

　
出
雲
地
区
本
部
で
は
、
「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」
で
掲
げ
る
「
農
業
者

の
所
得
増
大
」
、
「
農
業
生
産
の
拡

大
」
、
「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ

の
基
本
目
標
を
不
断
の
取
り
組
み

と
し
、
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
必

要
と
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
事
業

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
関
連
で
は
更
な
る
農
畜
産

物
の
生
産
振
興
及
び
多
様
な
農
業

者
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る
た

め
、
国
・
県
・
市
の
補
助
事
業
活
用

に
よ
る
農
業
者
支
援
や
今
後
普
及

が
期
待
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
実
証
に
取
り
組
ん
だ
他
、
７

月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
被
災

し
た
農
地
の
復
旧
支
援
を
行
い
農

業
基
盤
の
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
雲
市
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
贈
呈
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
困
窮
す
る
学
生
や
こ
ど

も
食
堂
へ
の
支
援
米
贈
呈
、
農
業

者
・
女
性
部
健
診
の
実
施
な
ど
地

域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
来
店
者
減
少

や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
ラ
ピ
タ
公
式
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｓ

ラ
イ
ン
会
員
募
集
、
Ｊ
Ａ
共
済
ア
プ

リ
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア
プ
リ
の
機
能
拡

充
等
、
利
用
者
へ
の
チ
ラ
シ
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
情
報
の
発
信
、
ク
ー
ポ
ン

付
与
な
ど
、
新
た
な
生
活
様
式
に

向
け
た
非
対
面
ツ
ー
ル
の
開
発
と

導
入
を
行
い
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
業
績
還
元
は
、

新
た
に
組
合
員
か
ら
の
要
望
が
多

か
っ
た
支
店
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
硬
貨
対

応
へ
の
更
新
や
、
前
年
に
続
き
応
募

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
は
じ
め
、

生
産
資
材
の
正
組
合
員
感
謝
セ
ー

ル
、
ラ
ピ
タ
で
の
ポ
イ
ン
ト
５
倍

デ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
値
引
券
の
配
布

等
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
約
３
，

９
０
０
万
円
を
還
元
し
ま
し
た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　
島
根
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
農
業
収
益
向
上
環
境

整
備
対
策
事
業
を
活
用
し
た
ア
ス

パ
ラ
選
別
機
導
入
や
ハ
ウ
ス
等
整

備
事
業
を
活
用
し
た
ぶ
ど
う
ハ
ウ

ス
（
２
棟
）
の
導
入
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
島
根
県
産
地
創

生
事
業
を
活
用
し
た
菌
床
し
い
た

け
ハ
ウ
ス
（
３
棟
）
の
導
入
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　
消
費
者
か
ら
の
農
産
物
へ
の
安

全
・
安
心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま

り
に
よ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た

「
安
全
・
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
現
在
６
組
織
が

「
美
味
し
ま
ね
」
認
証
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
農
産

部
会
の
田
も
ち
会
、
稲
作
研
究
会

の
会
員
が
個
人
認
証
取
得
に
向
け

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や

カ
ン
ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
の
集

令和３年度事業報告と
令和４年度事業方針について

　ＪＡしまね出雲地区本部の令和３年度事業報告と令和４年度事業方針について、組合員のみ
なさまへご報告致します。本来であれば７月開催の地区別組合員大会にてご報告するところで
すが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、会場を減らして開催しておりますので、
本誌へも掲載し組合員のみなさまへご案内させて頂きます。
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事業別の明細

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 382億52百万円 83億34百万円

購買品供給高(生産資材) 108億18百万円 17億16百万円

購買品供給高(生活物資) 177億39百万円 118億67百万円

貯金残高 1兆111億69百万円 2,787億11百万円

貸出金残高 2,794億円 702億42百万円

長期共済保有高 3兆457億45百万円 6,941億54百万円

損益の状況

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 249億24百万円 73億91百万円

事業管理費 243億48百万円 71億64百万円

事業利益 5億75百万円 2億26百万円

経常利益 19億1百万円 6億51百万円

当期剰余金 6億75百万円 2億76百万円

荷
対
策
を
実
施
し
、
米
集
荷
拡
大

に
取
り
組
む
一
方
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
事
業
の
持
続
可
能
な

運
営
を
行
う
た
め
利
用
料
金
の
改

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
畜
産
で
は
、
各
種
補
助
事
業
を

活
用
し
和
牛
、
乳
用
牛
の
増
頭
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一

品
目
（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬

15
品
目
、
園
芸
：
肥
料
１
品
目
、
汎

用
肥
料
：
１
品
目
）
に
集
約
し
、
価

格
低
減
に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組

合
や
担
い
手
農
家
に
対
し
て
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
と
連
携
し
て
肥
料
の
大
型
車
直

送
、
農
薬
の
大
型
規
格
品
の
推
進

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の
提
案
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
対

策
と
し
て
業
績
還
元
を
活
用
し
、

水
稲
一
発
肥
料
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
ラ
ピ
タ
で
は
、
「
安
全
・
安
心
・

新
鮮
」
な
地
元
産
品
の
販
売
拡
充

に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
店
舗
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
ラ
ピ
タ

ア
プ
リ
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
葬
祭
事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

多
様
化
す
る
葬
祭
ニ
ー
ズ
の
対
応

強
化
と
利
用
者
並
び
に
職
員
の
安

全
・
安
心
の
確
保
対
策
に
努
め
ま

し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器

の
リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の

燃
料
転
換
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

保
安
業
務
で
は
ガ
ス
の
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
計
画
的
に
行
い

体
制
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連

携
し
た
販
売
促
進
策
や
セ
ル
フ
給

油
所
で
の
洗
車
に
関
わ
る
取
り
組

み
を
強
化
し
利
用
者
拡
大
に
繋
げ

ま
し
た
。

　
自
動
車
事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
新
車
の
納
期
遅
れ
の
対
応
と

し
て
中
古
車
の
取
り
扱
い
を
強
化

し
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に

西
条
柿
を
継
続
輸
出
す
る
と
と
も

に
、
香
港
へ
は
積
極
的
に
商
品
提
案

を
行
い
、
従
来
か
ら
の
菌
床
し
い
た

け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
き
ゅ
う
り
、

青
ネ
ギ
に
加
え
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
や
梨
も
取
引
を
開
始
し
、
新

た
な
販
売
先
と
取
引
市
場
の
拡
大

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ギ
フ
ト
・
直
販
で
は
出
雲
地
区
本

部
独
自
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
「
だ
ん
だ

ん
出
雲
ご
縁
倶
楽
部
」
を
活
用
し
、
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出
雲
に
縁
が
あ
る
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
朝
食
セ
ッ
ト
等
の
販
売
も

行
い
好
評
を
得
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　
営
農
担
当
部
署
と
連
携
し
、
新

規
就
農
者
及
び
意
欲
あ
る
地
域
担

い
手
農
業
者
に
対
す
る
融
資
推
進

の
強
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
農
業
者
へ
の
迅
速
な
資
金
対
応

な
ど
農
業
融
資
の
伸
長
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
を

基
軸
に
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
働
き

か
け
も
継
続
的
に
展
開
し
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
メ
イ
ン
と
し
た
各
種
個
人

融
資
の
伸
長
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
年
金
受
給
口
座
獲
得
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
昨
年
度
に
続
き
年
金
相
談

会
の
縮
小
、
年
金
受
給
者
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
代
替
と
し
て
ラ
ピ
タ
で
の
「
お

買
い
物
値
引
券
」
を
進
呈
す
る
等
、

利
用
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
も
既
存
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
内
19
台
を
新
た
に
硬
貨
対
応
化

と
し
、
更
な
る
利
便
性
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　
信
共
窓
口
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に

各
支
店
に
お
い
て
、
組
合
員
・
利
用

者
か
ら
選
ば
れ
る
支
店
を
目
指
し

て
「
ス
マ
イ
ル
活
動
（
窓
口
お
知
ら

せ
活
動
）
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

複
合
渉
外
員
と
の
連
携
や
支
店
内

連
携
を
強
化
し
、
情
報
提
供
や
提

案
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
自
然
災
害
発
生

に
伴
い
、
迅
速
、
丁
寧
な
対
応
と
組

合
員
・
利
用
者
の
安
心
と
満
足
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
場

急
行
対
応
な
ど
、
契
約
者
へ
の
迅

速
・
的
確
な
対
応
に
よ
り
利
用
者

満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

出
雲
地
区
本
部

令
和
４
年
度
事
業
計
画

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
環
境
変
化
に
伴
い
、
農

業
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
持
続
可
能
な
農
業
を

実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
農
業

者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡

大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
を
柱
と
し

た
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
事
業
収
益
の
急
激

な
減
少
に
伴
い
、
経
営
基
盤
も
危

機
的
な
状
況
を
迎
え
て
お
り
、
厳

し
い
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
中

学
校
区
域
単
位
で
の
１
拠
点
を
基

本
と
す
る
支
店
・
ふ
れ
あ
い
店
の
店

舗
再
編
を
進
め
ま
す
。
今
年
度
は

９
月
と
３
月
に
ふ
れ
あ
い
店
14
店

の
無
人
化
、
２
月
〜
３
月
に
か
け
て

７
支
店
の
ブ
ラ
ン
チ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ

方
式
※
（
店
舗
内
店
舗
）
へ
の
移
行

を
行
い
ま
す
。

　
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

店
舗
再
編
や
事
業
見
直
し
等
に
よ

る
抜
本
的
な
経
営
改
革
を
断
行

し
、
「
地
域
農
業
の
振
興
」
と
「
組

合
員
の
生
活
向
上
」
に
貢
献
で
き

る
よ
う
強
固
な
経
営
基
盤
確
立
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
（
※
ブ
ラ

ン
チ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
方
式
：
１
つ
の

店
舗
内
に
複
数
の
支
店
を
集
約
す

る
店
舗
形
態
）

【
店
舗
再
編
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
】令和

４
年
３
月
〜
６
月

各
支
店
な
ど
の
代
表
者
説
明
会

令
和
４
年
７
月

組
合
員
大
会
に
て
店
舗
再
編
案

説
明

令
和
４
年
９
月

ふ
れ
あ
い
店
無
人
化

（
北
浜
、
佐
香
、
日
御
碕
、
古
志
、

田
儀
、
久
村
、
東
須
佐
、
窪
田
）

令
和
５
年
３
月

ふ
れ
あ
い
店
無
人
化

（
鳶
巣
、
桧
山
、
伊
野
、
鰐
淵
、

鵜
鷺
、
乙
立
）

令
和
５
年
２
月
〜
３
月

支
店
の
ブ
ラ
ン
チ
化

（
上
津
、
高
浜
、
灘
分
、
国
富
、

遙
堪
、
神
西
、
稗
原
）

〇
営
農
・
農
業
振
興

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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取扱計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 381億78百万円 80億89百万円

購買品供給高(生産資材) 126億76百万円 17億96百万円

購買品供給高(生活物資) 186億53百万円 120億52百万円

貯金平均残高 1兆146億30百万円 2,683億11百万円

貸出金平均残高 2,794億26百万円 696億10百万円

長期共済保有高 2兆9,150億円 6,780億円

損益計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 236億11百万円 70億2百万円

事業管理費 236億9百万円 69億92百万円

事業利益 2百万円 10百万円

経常利益 13億15百万円 4億3百万円

当期剰余金 6億81百万円 2億55百万円

の
影
響
を
克
服
し
、
多
く
の
農
業

者
が
不
安
な
く
生
産
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
各
種
補
助
事
業
の
活

用
支
援
及
び
更
な
る
栽
培
・
経
営

指
導
の
拡
充
を
行
い
、
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
本
店
・
他
地
区
本
部
と
連
携

し
、
米
穀
・
柿
を
は
じ
め
と
す
る
農

産
・
特
産
関
連
施
設
の
広
域
連
携

化
に
よ
る
施
設
整
備
検
討
に
着
手

し
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　
女
性
部
や
農
青
連
な
ど
の
各
組

織
と
連
携
を
密
に
し
、
Ｊ
Ａ
事
業

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
参
画
を

す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
新
様
式
で
の
食
農
教
育

や
地
域
活
動
を
実
践
し
、
地
域
活

性
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
等
の
営
農
担
当
部
署
と

の
連
携
を
強
化
し
、
担
い
手
と
の

対
話
活
動
を
通
じ
て
、
農
業
所
得

増
大
や
生
産
拡
大
に
向
け
た
資
金

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
経
営
支
援

と
と
も
に
農
業
融
資
の
伸
長
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
環
境
変
化
に

伴
う
急
速
な
非
対
面
化
に
よ
る
来

店
減
少
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
新
ツ
ー
ル
の
導
入

や
専
門
性
強
化
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
将
来
を
見
据
え
た
効
率
的

で
適
正
な
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再

編
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
共
済
事
業

　
組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
農
業
・
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。
新
た
な

生
活
様
式
に
向
け
た
非
対
面
ツ
ー

ル
の
活
用
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提
案

活
動
を
実
践
し
、
組
合
員
・
利
用
者

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
事
業
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　
快
適
で
便
利
な
魅
力
あ
る
店
舗

を
目
指
し
、
本
店
の
施
設
改
修
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
・
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
商
品
提

供
、
地
産
地
消
を
基
本
に
「
安

全
・
安
心
・
新
鮮
」
に
こ
だ
わ
っ

た
店
舗
運
営
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

　
自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
提
案

や
保
安
・
運
営
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を

活
か
し
た
組
合
員･

利
用
者
の
満
足

度
向
上
に
向
け
魅
力
あ
る
事
業
提

供
を
目
指
し
ま
す
。
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◆ ＪＡしまねとして支える姿 「農業振興支援事業」 ２.5億円の継続実施
◆ 出雲地区本部として支える姿 「出雲農業未来の懸け橋事業」の継続実施

（ＪＡ７千万円＋出雲市６千万円、合計１.３億円）
「地域とも補償」の継続実施
（ＪＡ１千万円＋出雲市１千万円、合計２千万円）

～ＪＡ自己改革：持続可能な経営基盤の確立をめざして～

（令和５年３月実施）

ブランチインブランチ
（店舗内店舗）化

消費者の信頼や実需者のニーズにこたえ、
安心安全な農畜産物を安定的に供給できる持続可能な地域農業を確立し、

農業者の所得増大を支える姿

出雲地区本部では、支店・ふれあい店の再編 を行います

ＪＡしまね
出雲地区本部

第１ステップ
（令和７～９年度実施）

集約再編による
中学校区につき１支店化

第2ステップ

ＪＡが目指すべき姿の最大のテーマは「持続可能な農業の実現」

自己改革の３つの基本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」

ＪＡしまねがめざす10年後の姿 実現のために

ＪＡ自己改革：持続可能な経営基盤の確立をめざして
ＪＡしまね
出雲地区本部

金融共済店舗（支店）・ふれあい店の
再編について
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直面する課題

再 編 構 想

〈ブランチインブランチと店舗統廃合の比較等〉

【現行】

【ブランチインブランチ】

【店舗統廃合】

母店舗

母店舗

■ブランチ店は、母
店舗に吸収される
ため消滅。

■ブランチ店は信用店舗として
は廃止され、母店の中に吸収
される。
■ただし、システム上ではブラ
ンチ店が存続する。

母店舗

＋ ブランチ店A

ブランチ店A

C、D・・・

C、D・・・

■店舗運営費用の削減
■共通業務の集約による事務
効率化

JAのメリット

■店舗統廃合と比べ、顧客利便
性の低下を抑制

顧客のメリット

▶通帳差替（口座番号変更）・
キャッシュカード再発行等の
負担がない

　ＪＡを取り巻く経営環境は増々厳しくなる中、合併以降、令和３年度決算までは事業利益、当期利益とも
に黒字決算を維持してきました。しかし、第３次中期経営計画（令和４～６年度）や、今後10年後の目指
すべき姿に向かって改めて収支シミュレーションを行ったところ、赤字となる支店が徐々に増加してくる結
果となりました。

令和４年度まで農林中金からの奨励金削減、マイナス金利政策による利ざや縮小など、
事業総利益は大幅減少

【主な要因】

特にラピタ事業は、人口減少、少子高齢化、競合店の出店など売上高減少により事業総
利益は減少

信用事業

再編対象支店の考え方

人口減少、少子高齢化など、共済保有高は減少が続き事業総利益は減少共済事業

購買事業

●老朽化施設の修繕、耐用年数到来による施設更新、大型農業施設老朽化対策が必要事
業の継続、施設（店舗）を維持すれば人件費削減も限界に
●ＪＡバンクの方針により、令和６年度に全国の金融店舗へ「営業店システム」の導入
が義務化される予定
　現在の店舗数で試算すると、出雲地区本部で約１億円の費用が増加見込み

●店舗別収支シミュレーションにより令和６年度までに赤字となる支店を対象とする
●令和６年度までに赤字とならない支店であっても、令和７年度以降の収支見通しや将来構想を見据え、中
学校区に複数支店がある場合は原則最低１支店を対象とする
　（浜山中校区は直近で長浜支店への統合を行っており、今後ステップ２で検討）
●令和６年度までに赤字となる支店であっても、旧行政区（１中学校区）の支店は、赤字縮小に努め、存置
する

再編方法

●利用者負担の軽減、店舗運営費用の削減、事
務作業の軽減などを考慮し、ブランチインブ
ランチ（店舗内店舗）方式とする
●ブランチ店の組織（総代、ＪＡ委員、女性部
など）対応は原則、母店対応とする
●ブランチ店には当面（１年程度）１名の職員
を配置する
●ブランチ店に配置した硬貨対応ＡＴＭは存置
する
●現在のエリア担当複合渉外員により今後も各
種相談対応を行う

※ブランチインブランチとは…
　複数の店舗を基幹店舗内に集約し営業するこ
とにより、店舗廃止の手続をとらずに拠点を減
らす方法

事業管理費
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中学校区につき
１支店化

第２ステップ（令和７～９年度）機構図イメージ（仮）

●支店職員の削減、 ７支店の「営業店システム」導入削減　→　削減効果　▲約2億円

再編実現による事業管理費削減効果

将来の中学校区域
単位１支店構想を見据え、
すべてのブロックにおいて
支店再編を実施する

7支店の
ブランチインブランチ化

第１ステップ（令和５年３月実施）機構図イメージ

【再編対象支店】

中学校区

一中

ブランチ店

上津支店

高浜支店

神西支店

稗原支店

国富支店

灘分支店

遙堪支店

距離 （参考）遠距離支店

8.2㎞

2.1㎞

3.5㎞

5.0㎞

2.6㎞

5.5㎞

2.6㎞

朝山 ⇔ 佐田　13.6㎞

湖陵 ⇔ 佐田　10.6㎞

湖陵 ⇔ 多伎　  6.9㎞

川跡 ⇔ 国富　  6.4㎞

母店

大津支店

四絡支店

神戸川支店

朝山支店

平田中央支店

平田東支店

荒木支店

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

三中

河南中

南中

平田中

向陽中

大社中

※集約する支店を「母店」、集約される支店を「ブランチ店」という

　５年後、10年後を見据えた店舗再編を行います。
　将来の店舗収支予測、隣接店舗との距離、地域特性、広域地域インフラの確保
などを考慮し、金融共済店舗の存置基準、再編方針決定します。
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ふれあい店について

スケジュール（案）

●業務の縮小にともなう来店者数の減少
●リスク管理上の問題
 （内部牽制、防犯対策）
●ふれあい店業務が様々
 （女性部などの組織対応有無、
　留守番アルバイト等）
●全体の利益確保のための管理費の削減
 （人件費、施設費）

①収支改善対策
　事業管理費の削減・抑制（人件費・施設費の削減）
②経営資源の効果的活用
　経営資源の再分配による新たな事業方式の確立（人・金の活用転換）
③人員の適正配置と機能強化
　母支店等の人員確保と支援体制強化による専門性・機能性の強化
④経営の健全性維持と強化
　リスク管理態勢の強化及びリスク回避

店　名

乙　立

鳶　巣

桧　山

伊　野

鰐　淵

鵜　鷺

店長

〇

〇

〇

〇

〇

〇

職員区分

定期

定期

定期

定期

定期

定期

労働時間

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

組織・女性部業務

〇

〇

〇

〇

〇

〇

その他

のぞみちゃん市場

鳶巣市

購買店舗

店　名

古　志

北　浜

佐　香

田　儀

久　村

日御碕

東須佐

窪　田

店長 職員区分

定時

定時

定時

定時

定時

定時

定時

定時

労働時間

4.0

4.0

3.75

3.25

4.0

3.75

3.5

3.5

組織・女性部業務

〇

〇

その他

母店対応中

母店対応中

令和４年　　　　２月　　　　　出雲地区本部理事会
　　　　　　　　３月　　　　　出雲地区本部運営委員会
　　　　　　　　３月　　　　　ブロック総代代表者説明会
　　　　　　　　４月　　　　　ブロック別総代説明会
　　　　　　　　４月～５月　　該当地区説明会（総代、支店運営委員、女性部など組織代表）    
　　　　　　　　６月　　　　　総代説明会（ＪＡしまね総代会前の地区本部別説明会）　
　　　　　　　　７月　　　　　組合員大会
　　　　　　　　９月　　　　　機構改革　ふれあい店無人化（８店舗）
令和５年　　　　２月　　　　　集落座談会
　　　　　　　　３月　　　　　機構改革　ふれあい店無人化（６店舗）
　　　　　　　　３月　　　　　機構改革　ブランチ店化（７支店）

令和７年～９年度　　　　　　　機構改革　中学校区１支店（14支店） 　　　　

◆無人化（令和４年９月）

◆無人化（令和５年３月）

現状の課題 今後の体制整備

現在の体制および集約構想

●ふれあい店職員の削減　→　▲26百万円（▲14人）

人件費削減効果

動画による説明はこちら ➡



　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
6
月
6

日
、
荒
茅
町
の
川
上
好
正
さ
ん
か
ら
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
計
54
台
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
岡
田
達
文
前
本
部
長
が
受
け
取

り
「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　今
年
の
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路

交
通
法
施
行
規
則
で
は
、
目
視
に
よ
る
運

転
前
後
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
が
義

務
化
さ
れ
、
更
に
10
月
か
ら
は
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
に
よ
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　寄

贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
川
上
さ
ん
は
「
悲

惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
事

前
の
検
査
で
安
全
運
転
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　い
た
だ
い
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
は
業

務
に
お
け
る
専
用
車
使
用
の
前
後
の
確
認

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　6
月
16
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会

の
前
島
信
行
部
会
長
、
J
A
し
ま
ね
斐
川
花

き
部
会
の
北
村
一
夫
部
会
長
、
J
A
し
ま
ね

平
田
花
き
部
会
の
福
間
雄
二
部
会
長
が
出
雲

市
役
所
を
訪
れ
、
出
雲
市
長
へ
花
束
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
生
産
資
材
の
高
騰
の
影
響
や
生

産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
影
響
を
説
明
、
販
売

価
格
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
ま
で
に
徐
々

に
回
復
し
て
い
る
な
ど
生
産
現
場
の
現
状
を

伝
え
ま
し
た
。

　今
回
の
贈
呈
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
需

要
が
落
ち
込
む
花
卉
を
P
R
し
地
元
産
の
花

の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
父
の
日
に
花

束
を
贈
ろ
う
！！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
束
を
受
け
と
っ
た

飯
塚
市
長
は
「
た
く
さ
ん
の
種
類
を
使
っ
て

作
っ
た
花
束
は
き
れ
い
で
、
心
が
和
み
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
３

日
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
に
島
根
ぶ
ど
う
の

主
力
品
種
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
を
贈
り
ま
し
た
。

石
橋
貢
部
会
長
ら
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
が

出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
２
０
２
２
年
産
の
出

荷
状
況
や
、
加
温
用
燃
料
・
生
産
資
材
高
騰

の
影
響
な
ど
、
産
地
の
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

　６
月
2
日
時
点
の
出
荷
量
は
昨
年
対
比

87
％
の
１
７
５
ト
ン
で
す
が
、
昨
年
は
好
天

続
き
に
よ
り
出
荷
が
前
倒
し
と
な
っ
た
た
め
、

今
年
度
産
は
例
年
並
み
の
出
荷
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　石
橋
貢
部
会
長
は
「
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
自

覚
を
持
っ
て
出
荷
し
て
お
り
、
満
足
い
く
出

来
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　今
年
度
産
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
は
、
同
部
会
で

７
８
０
ト
ン
の
出
荷
を
計
画
し
て
お
り
、
島
根

県
全
体
で
１
０
０
０
ト
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
荒
木
支
店
で
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
の

品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
次
選
考
を
通
過

し
た
28
点
を
関
係
機
関
の
職
員
や
部
会
の
代
表

者
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点

を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
同
部

会
長
浜
地
区
の
小
村
太
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品

性
の
高
位
平
準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の

意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

同
部
会
の
石
橋
貢
部
会
長
は
「
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
出
来
栄
え
。
受
賞
し
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
見

る
こ
と
で
勉
強
に
も
な
り
、
部
会
員
同
士
で
技

術
の
研
鑽
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
11
日
、
12
日
に
ラ

ピ
タ
本
店
に
展
示
し
ま
し
た
。

　他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　長
浜
地
区
　

大
国
公
之
さ
ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

長
賞
　高
松
地
区
　井
上
伸
二
さ
ん
▼
島
根
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
　長
浜
地
区
　安
達
純

也
さ
ん
▼（
株
）
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞
　

長
浜
地
区
　下
荒
地
明
さ
ん
▼
島
根
県
果
樹
研

究
同
志
会
長
賞
　高
松
地
区
　田
口
敏
博
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出

雲
ぶ
ど
う
部
会
長

賞
　長
浜
地
区
　

今
岡
和
宏
さ
ん
▼

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲

ぶ
ど
う
部
会
長
賞

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　Ｕ
Ｐ

賞
）
　大
社
地
区

　手
銭
賢
二
さ
ん

　6
月
15
日
、
佐
田
地
域
水
田
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
協
議
会
は
佐
田
町
の
農
事
組
合
法
人

橋
波
ア
グ
リ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
実
証
圃
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は （
有
）
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
斐
川
に
よ

る
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
除
草
剤
散
布
の
実
演
、

自
動
給
水
シ
ス
テ
ム
や
除
草
ロ
ボ
ッ
ト
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　同
協
議
会
の
会
長
で
も
あ
り
、
農
事
組
合
法
人

橋
波
ア
グ
リ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
大
谷
健
二
組
合
長
は

「
実
証
試
験
の
初
年
度
が
始
ま
っ
た
。
ど
れ
ほ
ど
の

成
果
が
出
る
か
は
不
明
な
と
こ
ろ
だ
が
、
水
管
理

に
つ
い
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
べ
て
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
り
格
段
に
楽
に
な
っ
た
。
初
期
投
資
等

の
課
題
は
点
在
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ

り
方
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　出
雲
市
の
担
当
者
は
「
省
力
化
に
よ
っ
て
で
き
た

時
間
を
他
の
農
作
業
に
有
意
義
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　同
協
議
会
は
、
出
雲
市
の
新
出
雲
農
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業（
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
）を
活
用
し
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
、
農
地
の
保
全
管
理
な
ど
の
農
作
業

の
省
力
化
・
効
率
化
の
課
題
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
実
証
試
験
の
成
果

を
検
証
し
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
に
向
け
情
報
発
信
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ドローンによる薬剤散布

自動給水システム

あいがもロボットの実演

父
の
日
を
前
に
花
束
贈
呈

川
上
好
正
さ
ん
か
ら

　ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

　
　寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

出
雲
市
長
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

ス
マ
ー
ト
農
業

          

実
証
見
学
会

アルコール検知器を寄贈していただいた

着色、粒張りなどを確認する
審査員ら

左から前島部会長、北村部会長、飯塚出雲市長、福間部会長

飯塚市長（左）へ石橋貢部会長らがデラウェアを贈呈

　J
A
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
が
生
産
す

る
出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
6
月
20

日
に
始
ま
り
、
初
出
荷
に
併
せ
て
目
合
わ
せ

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ

例
年
に
比
べ
て
一
日
早
い
出
荷
と
な
り
、
生

産
者
1
人
が
合
計
57
ケ
ー
ス
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　同
部
会
の
森
山
操
部
会
長
は
「
今
年
産
は

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、好
天
に
も
恵
ま
れ
、

甘
く
お
い
し
く
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
地

元
産
の
メ
ロ
ン
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　出
荷
さ
れ
た
メ
ロ
ン
は
地
元
の
青
果
市
場

を
中
心
に
、
関
西
方
面
に
も
出
荷
し
て
お
り
、

出
雲
産
メ
ロ
ン
は
ネ
ッ
ト
の
張
り
も
良
く
市
場

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
7
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
始
ま
る

予
定
で
、
部
会
と
し
て
令
和
4
年
度
は

9
0
0
万
円
の
販
売
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　6
月
15
日
、
荒
茅
ぶ
ど
う
集
荷
所
で
出
雲

産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
が
始
ま

り
、
3
名
の
生
産
者
が
約
１
７
０
㎏
を
出
荷

し
ま
し
た
。
昨
年
は
好
天
に
よ
り
出
荷
が
早

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
よ
り
も
4
日

遅
く
、
例
年
並
み
の
出
荷
時
期
と
な
り
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
で
は

１
７
７
戸
、
32
・
７
ha
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
栽
培
。
収
穫
は
10
月
ま
で
続
き
、
昨
年

よ
り
13
ト
ン
多
い
２
０
０
ト
ン
の
収
穫
を
目
指

し
て
い
ま
す
。検
査
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
県
内
の
ほ
か
、
関
東
や
関
西
方
面
へ
出

荷
さ
れ
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
前
島

英
樹
大
粒
系
部
長
は
「
糖
度
18
度
以
上
の

非
常
に
品
質
の
よ
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
部
会
全
体
と
し
て
、

一
人
一
人
が
出
荷
規
格
を
意
識
し
て
栽
培
す

る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
出
荷
基
準
の

中
で
も
特
に
糖
度
を
重
点
に
出
荷
し
て
い
る

の
で
、
ど
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
選
ん
で

も
ら
っ
て
も
お
い
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　出
荷
始
ま
る

出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン

初
出
荷
・
目
合
わ
せ
会

出荷規格の確認をする生産者

一つ一つ丁寧に検査

け
ん
さ
ん

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
6
月
6

日
、
荒
茅
町
の
川
上
好
正
さ
ん
か
ら
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
計
54
台
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
岡
田
達
文
前
本
部
長
が
受
け
取

り
「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　今
年
の
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路

交
通
法
施
行
規
則
で
は
、
目
視
に
よ
る
運

転
前
後
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
が
義

務
化
さ
れ
、
更
に
10
月
か
ら
は
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
に
よ
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　寄

贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
川
上
さ
ん
は
「
悲

惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
事

前
の
検
査
で
安
全
運
転
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　い
た
だ
い
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
は
業

務
に
お
け
る
専
用
車
使
用
の
前
後
の
確
認

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　6
月
16
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会

の
前
島
信
行
部
会
長
、
J
A
し
ま
ね
斐
川
花

き
部
会
の
北
村
一
夫
部
会
長
、
J
A
し
ま
ね

平
田
花
き
部
会
の
福
間
雄
二
部
会
長
が
出
雲

市
役
所
を
訪
れ
、
出
雲
市
長
へ
花
束
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
生
産
資
材
の
高
騰
の
影
響
や
生

産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
影
響
を
説
明
、
販
売

価
格
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
ま
で
に
徐
々

に
回
復
し
て
い
る
な
ど
生
産
現
場
の
現
状
を

伝
え
ま
し
た
。

　今
回
の
贈
呈
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
需

要
が
落
ち
込
む
花
卉
を
P
R
し
地
元
産
の
花

の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
父
の
日
に
花

束
を
贈
ろ
う
！！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
束
を
受
け
と
っ
た

飯
塚
市
長
は
「
た
く
さ
ん
の
種
類
を
使
っ
て

作
っ
た
花
束
は
き
れ
い
で
、
心
が
和
み
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
３

日
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
に
島
根
ぶ
ど
う
の

主
力
品
種
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
を
贈
り
ま
し
た
。

石
橋
貢
部
会
長
ら
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
が

出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
２
０
２
２
年
産
の
出

荷
状
況
や
、
加
温
用
燃
料
・
生
産
資
材
高
騰

の
影
響
な
ど
、
産
地
の
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

　６
月
2
日
時
点
の
出
荷
量
は
昨
年
対
比

87
％
の
１
７
５
ト
ン
で
す
が
、
昨
年
は
好
天

続
き
に
よ
り
出
荷
が
前
倒
し
と
な
っ
た
た
め
、

今
年
度
産
は
例
年
並
み
の
出
荷
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　石
橋
貢
部
会
長
は
「
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
自

覚
を
持
っ
て
出
荷
し
て
お
り
、
満
足
い
く
出

来
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　今
年
度
産
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
は
、
同
部
会
で

７
８
０
ト
ン
の
出
荷
を
計
画
し
て
お
り
、
島
根

県
全
体
で
１
０
０
０
ト
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
荒
木
支
店
で
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
の

品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
次
選
考
を
通
過

し
た
28
点
を
関
係
機
関
の
職
員
や
部
会
の
代
表

者
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点

を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
同
部

会
長
浜
地
区
の
小
村
太
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品

性
の
高
位
平
準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の

意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

同
部
会
の
石
橋
貢
部
会
長
は
「
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
出
来
栄
え
。
受
賞
し
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
見

る
こ
と
で
勉
強
に
も
な
り
、
部
会
員
同
士
で
技

術
の
研
鑽
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
11
日
、
12
日
に
ラ

ピ
タ
本
店
に
展
示
し
ま
し
た
。

　他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　長
浜
地
区
　

大
国
公
之
さ
ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

長
賞
　高
松
地
区
　井
上
伸
二
さ
ん
▼
島
根
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
　長
浜
地
区
　安
達
純

也
さ
ん
▼（
株
）
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞
　

長
浜
地
区
　下
荒
地
明
さ
ん
▼
島
根
県
果
樹
研

究
同
志
会
長
賞
　高
松
地
区
　田
口
敏
博
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出

雲
ぶ
ど
う
部
会
長

賞
　長
浜
地
区
　

今
岡
和
宏
さ
ん
▼

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲

ぶ
ど
う
部
会
長
賞

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　Ｕ
Ｐ

賞
）
　大
社
地
区

　手
銭
賢
二
さ
ん

　6
月
15
日
、
佐
田
地
域
水
田
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
協
議
会
は
佐
田
町
の
農
事
組
合
法
人

橋
波
ア
グ
リ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
実
証
圃
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は （
有
）
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
斐
川
に
よ

る
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
除
草
剤
散
布
の
実
演
、

自
動
給
水
シ
ス
テ
ム
や
除
草
ロ
ボ
ッ
ト
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　同
協
議
会
の
会
長
で
も
あ
り
、
農
事
組
合
法
人

橋
波
ア
グ
リ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
大
谷
健
二
組
合
長
は

「
実
証
試
験
の
初
年
度
が
始
ま
っ
た
。
ど
れ
ほ
ど
の

成
果
が
出
る
か
は
不
明
な
と
こ
ろ
だ
が
、
水
管
理

に
つ
い
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
べ
て
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
り
格
段
に
楽
に
な
っ
た
。
初
期
投
資
等

の
課
題
は
点
在
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ

り
方
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　出
雲
市
の
担
当
者
は
「
省
力
化
に
よ
っ
て
で
き
た

時
間
を
他
の
農
作
業
に
有
意
義
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　同
協
議
会
は
、
出
雲
市
の
新
出
雲
農
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業（
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
）を
活
用
し
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
、
農
地
の
保
全
管
理
な
ど
の
農
作
業

の
省
力
化
・
効
率
化
の
課
題
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
実
証
試
験
の
成
果

を
検
証
し
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
に
向
け
情
報
発
信
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ドローンによる薬剤散布

自動給水システム

あいがもロボットの実演

父
の
日
を
前
に
花
束
贈
呈

川
上
好
正
さ
ん
か
ら

　ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

　
　寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

出
雲
市
長
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

ス
マ
ー
ト
農
業

          

実
証
見
学
会

アルコール検知器を寄贈していただいた

着色、粒張りなどを確認する
審査員ら

左から前島部会長、北村部会長、飯塚出雲市長、福間部会長

飯塚市長（左）へ石橋貢部会長らがデラウェアを贈呈

　J
A
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
が
生
産
す

る
出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
6
月
20

日
に
始
ま
り
、
初
出
荷
に
併
せ
て
目
合
わ
せ

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ

例
年
に
比
べ
て
一
日
早
い
出
荷
と
な
り
、
生

産
者
1
人
が
合
計
57
ケ
ー
ス
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　同
部
会
の
森
山
操
部
会
長
は
「
今
年
産
は

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、好
天
に
も
恵
ま
れ
、

甘
く
お
い
し
く
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
地

元
産
の
メ
ロ
ン
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　出
荷
さ
れ
た
メ
ロ
ン
は
地
元
の
青
果
市
場

を
中
心
に
、
関
西
方
面
に
も
出
荷
し
て
お
り
、

出
雲
産
メ
ロ
ン
は
ネ
ッ
ト
の
張
り
も
良
く
市
場

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
7
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
始
ま
る

予
定
で
、
部
会
と
し
て
令
和
4
年
度
は

9
0
0
万
円
の
販
売
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　6
月
15
日
、
荒
茅
ぶ
ど
う
集
荷
所
で
出
雲

産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
が
始
ま

り
、
3
名
の
生
産
者
が
約
１
７
０
㎏
を
出
荷

し
ま
し
た
。
昨
年
は
好
天
に
よ
り
出
荷
が
早

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
よ
り
も
4
日

遅
く
、
例
年
並
み
の
出
荷
時
期
と
な
り
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
で
は

１
７
７
戸
、
32
・
７
ha
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
栽
培
。
収
穫
は
10
月
ま
で
続
き
、
昨
年

よ
り
13
ト
ン
多
い
２
０
０
ト
ン
の
収
穫
を
目
指

し
て
い
ま
す
。検
査
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
県
内
の
ほ
か
、
関
東
や
関
西
方
面
へ
出

荷
さ
れ
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
前
島

英
樹
大
粒
系
部
長
は
「
糖
度
18
度
以
上
の

非
常
に
品
質
の
よ
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
部
会
全
体
と
し
て
、

一
人
一
人
が
出
荷
規
格
を
意
識
し
て
栽
培
す

る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
出
荷
基
準
の

中
で
も
特
に
糖
度
を
重
点
に
出
荷
し
て
い
る

の
で
、
ど
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
選
ん
で

も
ら
っ
て
も
お
い
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　出
荷
始
ま
る

出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン

初
出
荷
・
目
合
わ
せ
会

出荷規格の確認をする生産者

一つ一つ丁寧に検査

け
ん
さ
ん

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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出
雲
市
上
島
町
の
勝
部
勇
亮
さ
ん
は
、
3
つ
の
牛

舎
で
子
牛
の
生
産
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
、
祖
父
の
仕
事
を
間
近
で
見
て
い
て
、
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
出
雲
農
林
高
校
の
動

物
科
学
科
か
ら
島
根
県
立
農
林
大
学
校
へ
進
学
し
ま

し
た
。
卒
業
と
同
時
に
、
地
元
の
畜
産
会
社
へ
就
職

し
、
28
歳
の
時
に
祖
父
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
現
在
は
牧
場
を
経
営
す
る
傍
ら
人
工
授
精
師
と

し
て
、
多
い
時
に
は
月
20
件
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て

　繁
殖
牛
は
１
年
1
産
を
目
標
に
種
付
（
受
精
）
作

業
を
し
ま
す
。
種
付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
、
毎
日
牛
舎
に
通
い
一
頭
ず
つ
発
情
期
を

確
認
し
、
定
期
的
に
子
牛
を
出
産
さ
せ
る
こ
と
で
生

産
性
の
向
上
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
子
牛

は
、
母
牛
と
4
カ
月
ま
で
は
同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
育
て

ま
す
。
子
牛
へ
の
給
餌
ス
ペ
ー
ス
に
母
牛
が
入
れ
な

い
よ
う
に
鉄
の
棒
で
区
切
り
を
設
け
る
こ
と
で
、
子

牛
と
の
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
新
た
に
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
操
作
が
で
き
る
ミ
ス
ト
装
置
は
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
ミ
ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

夏
場
の
暑
さ
対
策
は
も
と
よ
り
、
牛
の
皮
膚
病
の
減

少
、
畜
舎
の
消
毒
の
省
力
化
な
ど
様
々
な
効
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　「自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
の
配
分
が
で
き
、
自
分
の

性
格
に
合
っ
て
い
ま
す
。
休
み
が
中
々
取
れ
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
出
荷
し
た
子
牛
が
高
値
で
取
引

さ
れ
た
時
は
、
自
分
の
仕
事
を
評
価
し
て
も
ら
え
、

や
る
気
が
出
ま
す
。
今
後
は
母
牛
の
頭
数
を
増
や
し

て
規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
勇
亮
さ

ん
。「
出
荷
し
た
子
牛
の
ほ
と
ん
ど
は
出
雲
市
内
の
肥

育
農
家
で
出
雲
和
牛
と
し
て
肥
育
さ
れ
ま
す
。
輸
入

牛
肉
に
比
べ
て
価
格
は
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

分
手
間
暇
を
か
け
て
大
事
に
育
て
て
い
ま
す
。
地
元

で
生
ま
れ
て
育
っ
た
安
全
・
安
心
の
出
雲
和
牛
を
皆

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

経
営
規
模

繁
殖
牛
（
母
牛
）

36
頭

旬レシピ出雲の

出雲和牛と生姜の炊き込みご飯

準備：米は洗っておく。
①人参は皮をむいて千切り、生姜は皮をむいてみじん切り、出雲
和牛は大きいようであれば食べやすい大きさに切る。

②鍋にA、にんじんを入れ火にかける。沸騰したら、出雲和牛と生
姜を入れてさっと火を通し、冷ましておく。

③炊飯器に米と②を入れ、炊飯スタート。
※このとき②の煮汁は3合の目盛りまで入れる。
④炊き上がったら軽く混ぜて、器に盛り、小ネギを散らして完成♪

和牛の風味を味わえます。
しょうがでさっぱりと仕上げました♪

ズッキーニから和牛の旨みが
ジュワーッと出る一品♪

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

来
月
８
月
の
食
材
は

い
ず
も
食
材
の
日

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
す
！

―
 

繁
殖
牛 ―

（32）

さん

勝
部

　
勇
亮〈作り方〉

①ズッキーニは、食べやすい大きさに切る。
②サラダ油をひいたフライパンを中火で熱し、出雲和牛を入れ、色
が変わるまで炒める。

③②へズッキーニを加え、さらに２～３分火が通るまで炒める。
④Aの調味料を入れ、さっと炒め、いりごまをかけて完成♪

〈作り方〉

〈材料〉［3合分］
●米・・・・・・・・・・・・・・・・ 3合
●出雲和牛（小間切れ） 250g
●人参・・・・・・・・・・・・１/4本

●生姜・・・・・・・・・・・・・・45g
　●めんつゆ（4倍濃縮）30㏄
　●水・・・・・・・・・・・・350㏄
●小ネギ

　

　し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。

　ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
な
肉
質
、
芳
醇
な
甘
み

と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
。安
全
性
に
十
分
配
慮

し
て
飼
育
さ
れ
た
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。生
産
者

の
皆
さ
ん
が
愛
情
込
め
て
育
て
た
「
出
雲
和
牛
」
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

今
月
の
食
材
は

「
出
雲
和
牛
」

A

出雲和牛とズッキーニの炒め物
〈材料〉［２人分］

●出雲和牛（小間切れ） 200ｇ
●ズッキーニ・・・・・・・・１本
●サラダ油・・・・・・・・・・適量

　●酒・・・・・・・・・・ 大さじ１
　●しょうゆ ・・・・ 大さじ２
　●みりん・・・・・・ 大さじ１
　●砂糖・・・・・・大さじ１/２
●白いりごま

A

い
ず
も
和
牛
改
良
組
合

農家にSPOTわいわいIZUMO
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出
雲
市
上
島
町
の
勝
部
勇
亮
さ
ん
は
、
3
つ
の
牛

舎
で
子
牛
の
生
産
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
、
祖
父
の
仕
事
を
間
近
で
見
て
い
て
、
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
出
雲
農
林
高
校
の
動

物
科
学
科
か
ら
島
根
県
立
農
林
大
学
校
へ
進
学
し
ま

し
た
。
卒
業
と
同
時
に
、
地
元
の
畜
産
会
社
へ
就
職

し
、
28
歳
の
時
に
祖
父
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
現
在
は
牧
場
を
経
営
す
る
傍
ら
人
工
授
精
師
と

し
て
、
多
い
時
に
は
月
20
件
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て

　繁
殖
牛
は
１
年
1
産
を
目
標
に
種
付
（
受
精
）
作

業
を
し
ま
す
。
種
付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
、
毎
日
牛
舎
に
通
い
一
頭
ず
つ
発
情
期
を

確
認
し
、
定
期
的
に
子
牛
を
出
産
さ
せ
る
こ
と
で
生

産
性
の
向
上
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
子
牛

は
、
母
牛
と
4
カ
月
ま
で
は
同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
育
て

ま
す
。
子
牛
へ
の
給
餌
ス
ペ
ー
ス
に
母
牛
が
入
れ
な

い
よ
う
に
鉄
の
棒
で
区
切
り
を
設
け
る
こ
と
で
、
子

牛
と
の
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
新
た
に
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
操
作
が
で
き
る
ミ
ス
ト
装
置
は
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
ミ
ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

夏
場
の
暑
さ
対
策
は
も
と
よ
り
、
牛
の
皮
膚
病
の
減

少
、
畜
舎
の
消
毒
の
省
力
化
な
ど
様
々
な
効
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　「自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
の
配
分
が
で
き
、
自
分
の

性
格
に
合
っ
て
い
ま
す
。
休
み
が
中
々
取
れ
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
出
荷
し
た
子
牛
が
高
値
で
取
引

さ
れ
た
時
は
、
自
分
の
仕
事
を
評
価
し
て
も
ら
え
、

や
る
気
が
出
ま
す
。
今
後
は
母
牛
の
頭
数
を
増
や
し

て
規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
勇
亮
さ

ん
。「
出
荷
し
た
子
牛
の
ほ
と
ん
ど
は
出
雲
市
内
の
肥

育
農
家
で
出
雲
和
牛
と
し
て
肥
育
さ
れ
ま
す
。
輸
入

牛
肉
に
比
べ
て
価
格
は
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

分
手
間
暇
を
か
け
て
大
事
に
育
て
て
い
ま
す
。
地
元

で
生
ま
れ
て
育
っ
た
安
全
・
安
心
の
出
雲
和
牛
を
皆

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

経
営
規
模

繁
殖
牛
（
母
牛
）

36
頭

旬レシピ出雲の

出雲和牛と生姜の炊き込みご飯

準備：米は洗っておく。
①人参は皮をむいて千切り、生姜は皮をむいてみじん切り、出雲
和牛は大きいようであれば食べやすい大きさに切る。

②鍋にA、にんじんを入れ火にかける。沸騰したら、出雲和牛と生
姜を入れてさっと火を通し、冷ましておく。

③炊飯器に米と②を入れ、炊飯スタート。
※このとき②の煮汁は3合の目盛りまで入れる。
④炊き上がったら軽く混ぜて、器に盛り、小ネギを散らして完成♪

和牛の風味を味わえます。
しょうがでさっぱりと仕上げました♪

ズッキーニから和牛の旨みが
ジュワーッと出る一品♪

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

来
月
８
月
の
食
材
は

い
ず
も
食
材
の
日

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
す
！

―
 

繁
殖
牛 ―

（32）

さん

勝
部

　
勇
亮〈作り方〉

①ズッキーニは、食べやすい大きさに切る。
②サラダ油をひいたフライパンを中火で熱し、出雲和牛を入れ、色
が変わるまで炒める。

③②へズッキーニを加え、さらに２～３分火が通るまで炒める。
④Aの調味料を入れ、さっと炒め、いりごまをかけて完成♪

〈作り方〉

〈材料〉［3合分］
●米・・・・・・・・・・・・・・・・ 3合
●出雲和牛（小間切れ） 250g
●人参・・・・・・・・・・・・１/4本

●生姜・・・・・・・・・・・・・・45g
　●めんつゆ（4倍濃縮）30㏄
　●水・・・・・・・・・・・・350㏄
●小ネギ

　

　し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。

　ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
な
肉
質
、
芳
醇
な
甘
み

と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
。安
全
性
に
十
分
配
慮

し
て
飼
育
さ
れ
た
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。生
産
者

の
皆
さ
ん
が
愛
情
込
め
て
育
て
た
「
出
雲
和
牛
」
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

今
月
の
食
材
は

「
出
雲
和
牛
」

A

出雲和牛とズッキーニの炒め物
〈材料〉［２人分］

●出雲和牛（小間切れ） 200ｇ
●ズッキーニ・・・・・・・・１本
●サラダ油・・・・・・・・・・適量

　●酒・・・・・・・・・・ 大さじ１
　●しょうゆ ・・・・ 大さじ２
　●みりん・・・・・・ 大さじ１
　●砂糖・・・・・・大さじ１/２
●白いりごま

A

い
ず
も
和
牛
改
良
組
合

農家にSPOTわいわいIZUMO
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南
部
地
区

「
S
D
G
ｓ
や
っ
て
み
よ
う
会
」

代
表  

今
岡 
千
恵
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　女
性
部
東
部
地
区
は
６
月

１０
日
、

Ｊ
Ａ
平
田
中
央
支
店
大
会
議
室
で
通
常

総
会
に
併
せ
「
Ｊ
Ａ
か
が
や
く
女
性
交

流
会
＆
家
の
光
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
観
点
か
ら
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　出
雲
警
察
署
平
田
広
域
交
番
の
野
津

洋
一
所
長
を
講
師
に
迎
え
「
特
殊
詐
欺

に
気
を
つ
け
て
！
」
と
題
し
た
研
修
会

の
後
は
、
西
田
支
部
の
す
み
れ
教
室
に

よ
る
銭
太
鼓
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
練
習
を
控

え
て
い
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
息
の

合
っ
た
発
表
は
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。　ま

た
、
「bitter

　sugar

」
に
よ
る

昭
和
歌
謡
中
心
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
で

は
会
場
全
体
が
懐
か
し
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
「
青
春
時
代
を
思
い
だ
し
、
楽

し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
上
が
り
、

穏
や
か
な
ひ
と
時
が
流
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
手

芸
作
品
な
ど
の
力
作
が
多
数
並
び
、
加

工
品
・
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
　
　

　山
形
由
紀
地
区
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
「
昨
年
の
タ
オ
ル
帽
子
作
り
に

は
、
沢
山
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
部
地
区
が

一
番
多
い
枚
数
を
作
成
し
、
東
部
の
団

結
力
の
強
さ
が
数
字
に
表
れ
た
と
思
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま

り
、
通
常
の
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　南
部
地
区
女
性
部
の
「
S
D
G
ｓ

や
っ
て
み
よ
う
会
」
は
、
現
在
7
人

で
ふ
れ
あ
い
の
家
「
わ
か
ば
」
で
ト

マ
ト
の
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
6
月
、
地
区
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
ト
マ
ト
の
規
格
外
品
や
廃
棄

品
を
有
効
活
用
で
き
る
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
規

格
外
品
の
総
量
は
生
食
す
る
に
は
時

間
の
限
界
が
あ
る
た
め
、
何
か
い
い

保
存
方
法
が
な
い
か
検
討
し
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
使
用
し
た
ト
マ
ト
は
加
工
用
で

は
な
い
た
め
、
調
味
料
の
配
合
も
試

行
錯
誤
を
重
ね
完
成
し
た
ケ
チ
ャ
ッ

プ
は
、
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
方
に
人

気
の
一
品
と
な
り
、
次
世
代
の
方
も

教
室
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
世
代
を
こ
え
た
交
流
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　ま
た
、
空
き
家
の
畑
に
放
置
さ
れ

た
ま
ま
の
甘
夏
柑
を
加
工
し
て
美
化

ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
へ
無
料
配
布

や
、
収
穫
し
き
れ
ず
放
置
さ
れ
た
梅

の
実
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
収
穫
・
ワ

イ
ン
煮
や
ジ
ャ
ム
な
ど
に
加
工
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
養
蜂
農

家
で
廃
棄
さ
れ
る
「
み
つ
ろ
う
」
を

使
っ
て
「
み
つ
ろ
う
ラ
ッ
プ
」
や

「
ろ
う
そ
く
」
作
り
を
行
う
予
定
で

す
。　私

達
の
生
活
や
女
性
部
活
動
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
で
す
が
、
グ
ル
ー

プ
名
に
「
S
D
G
ｓ
」
を
入
れ
る
こ

と
で
、
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

へ
の
メ
ン
バ
ー
の
意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。
今
後
は
「
も
っ
た
い
な
い
精

神
」
を
大
切
に
、
メ
ン
バ
ー
を
増
や

し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

「
S
D
G
ｓ
」
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
標

に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「自分だけの女神を描こう
　～イラスト講座＆卒業制作～」

6月
講座

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員
料理教室から託児まで幅広く活躍！！

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さんの生活文化活
動をサポートするとともに、JA組織活動の活性化を図ることを
目的に、生活文化協力員を管内の各ブロックに配置しています。
　生活文化協力員は、定期的に開催する会議・研修会において、
JA生活指導員と連携をとりながら、各地区で行う料理教室や加
工品作りなどの講師として、ＪＡ女性部のグループ活動に参加し
ています。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健康診断等にも積
極的に協力するなど幅広い分野で活動しています。
 今年度は各ブロックから１３人を選任しました。今後も生活文化
活動がより充実したものとなるよう活動していきます。

令和4年度ＪＡしまね出雲地区本部生活文化協力員

東部ブロック

西部ブロック 河南ブロック
中部ブロック

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名 主活動ブロック 氏　名 主活動ブロック 氏　名
園山　紀子
長谷川博美
山形　由紀
山崎　智子
赤木　孝子

園山　幸美
角森　希美
横田　紀子

森山都代子
石飛　通子
高山　恭子
飯塚　恵理
曽田　美子

（敬称略）

熱心に取り組む学生

すみれ教室による銭太鼓の披露

展示された作品

生演奏によるライブ

介
紹
動
活

J
A
か
が
や
く

　女
性
交
流
会
＆

　
　
　
　
　家
の
光
大
会

いずもJA女子大学 やすらぎ会
　第７回総会開催

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
、
6
月
15
日
に
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス

で
第
7
回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
図
り
会

員
、
関
係
者
54
人
が
出
席
。
令
和
3
年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び
、
令
和
4
年
度
の
活

動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
4
年
度
は
、
や
す
ら
ぎ
会
員
を
対
象
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
ふ
れ
あ
い
福

祉
課
主
催
の
ミ
ニ
デ
ィ
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場

づ
く
り
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
新
し
い

取
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
と
共
催

で
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
ゴ
ミ
袋
の
施
設
へ
寄

贈
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
組
み
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
子
ど
も
食
堂
等
を
支
援
す
る

活
動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　片
伊
勢
会
長
は
「
や
す
ら
ぎ
会
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
の
お
か
げ
で
30
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
福
祉
の
み
な
ら

ず
、
地
域
全
体
で
助
け
合
い
支
え
合
い
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
８
日
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
中
尾

早
乙
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
６
月
講
座
『
自
分
だ
け
の
女
神
を
描
こ
う
〜

イ
ラ
ス
ト
講
座
＆
卒
業
制
作
〜
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
中
尾
さ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
を
描
い
た
D
V
D
を
鑑
賞
。

そ
の
後
の
イ
ラ
ス
ト
制
作
で
は
、
8
人
の
神
様
か
ら
自
分
に
合
っ
た
モ
チ
ー

フ
を
選
び
、
台
紙
に
色
鉛
筆
や
絵
の
具
、

シ
ー
ル
や
マ
ニ
キ
ュ
ア
等
を
使
っ
て
女
子

大
で
の
学
び
や
仲
間
と
の
思
い
出
を
描

き
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
2
年
間
の

学
生
生
活
最
後
の
講
座
で
あ
り
、
完
成
し

た
作
品
は
額
縁
に
入
れ
、
卒
業
式
で
飾
る

予
定
で
す
。

　参
加
し
た
女
子
大
生
は
「
最
初
は
絵

を
描
く
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、
や
っ

て
み
る
と
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
で
き

な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
を
や
っ
て

み
る
大
切
さ
を
知
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

あいさつする片伊勢会長

（
ビ
タ
ー

　シュ
ガ
ー
）

女性部活動レポート女性部活動レポート
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動
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
で
す
が
、
グ
ル
ー

プ
名
に
「
S
D
G
ｓ
」
を
入
れ
る
こ

と
で
、
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

へ
の
メ
ン
バ
ー
の
意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。
今
後
は
「
も
っ
た
い
な
い
精

神
」
を
大
切
に
、
メ
ン
バ
ー
を
増
や

し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

「
S
D
G
ｓ
」
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
標

に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「自分だけの女神を描こう
　～イラスト講座＆卒業制作～」

6月
講座

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員
料理教室から託児まで幅広く活躍！！

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さんの生活文化活
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目的に、生活文化協力員を管内の各ブロックに配置しています。
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JA生活指導員と連携をとりながら、各地区で行う料理教室や加
工品作りなどの講師として、ＪＡ女性部のグループ活動に参加し
ています。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健康診断等にも積
極的に協力するなど幅広い分野で活動しています。
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活動がより充実したものとなるよう活動していきます。

令和4年度ＪＡしまね出雲地区本部生活文化協力員

東部ブロック

西部ブロック 河南ブロック
中部ブロック

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名 主活動ブロック 氏　名 主活動ブロック 氏　名
園山　紀子
長谷川博美
山形　由紀
山崎　智子
赤木　孝子

園山　幸美
角森　希美
横田　紀子

森山都代子
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飯塚　恵理
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（敬称略）

熱心に取り組む学生

すみれ教室による銭太鼓の披露

展示された作品

生演奏によるライブ

介
紹
動
活

J
A
か
が
や
く

　女
性
交
流
会
＆

　
　
　
　
　家
の
光
大
会

いずもJA女子大学 やすらぎ会
　第７回総会開催

　Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
、
6
月
15
日
に
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス

で
第
7
回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
図
り
会

員
、
関
係
者
54
人
が
出
席
。
令
和
3
年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び
、
令
和
4
年
度
の
活

動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
4
年
度
は
、
や
す
ら
ぎ
会
員
を
対
象
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
ふ
れ
あ
い
福

祉
課
主
催
の
ミ
ニ
デ
ィ
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場

づ
く
り
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
新
し
い

取
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
と
共
催

で
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
ゴ
ミ
袋
の
施
設
へ
寄

贈
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
組
み
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
子
ど
も
食
堂
等
を
支
援
す
る

活
動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　片
伊
勢
会
長
は
「
や
す
ら
ぎ
会
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
の
お
か
げ
で
30
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
福
祉
の
み
な
ら

ず
、
地
域
全
体
で
助
け
合
い
支
え
合
い
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
８
日
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
中
尾

早
乙
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
６
月
講
座
『
自
分
だ
け
の
女
神
を
描
こ
う
〜

イ
ラ
ス
ト
講
座
＆
卒
業
制
作
〜
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
中
尾
さ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
を
描
い
た
D
V
D
を
鑑
賞
。

そ
の
後
の
イ
ラ
ス
ト
制
作
で
は
、
8
人
の
神
様
か
ら
自
分
に
合
っ
た
モ
チ
ー

フ
を
選
び
、
台
紙
に
色
鉛
筆
や
絵
の
具
、

シ
ー
ル
や
マ
ニ
キ
ュ
ア
等
を
使
っ
て
女
子

大
で
の
学
び
や
仲
間
と
の
思
い
出
を
描

き
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
2
年
間
の

学
生
生
活
最
後
の
講
座
で
あ
り
、
完
成
し

た
作
品
は
額
縁
に
入
れ
、
卒
業
式
で
飾
る

予
定
で
す
。

　参
加
し
た
女
子
大
生
は
「
最
初
は
絵

を
描
く
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、
や
っ

て
み
る
と
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
で
き

な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
を
や
っ
て

み
る
大
切
さ
を
知
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

あいさつする片伊勢会長

（
ビ
タ
ー

　シュ
ガ
ー
）

女性部活動レポート女性部活動レポート
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出雲市農政会議だより
令和4年7月16日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.100

〇第18回通常総会開催
　6月5日（日）ラピタ本店『鳳凰の間』において第18回出雲市農政会議通常総会を開催しました。
　白根会長は開会にあたり、「コロナ禍によって米価が下落する中、ウクライナ危機や円安など国際情
勢を原因とする生産資材価格の高騰が追い打ちをかけ、農家経営はひっ迫しており、農業者の課題解
決に向けて取り組まなければならない。また、令和３年７月豪雨による農地等の被害に対しては、要請活
動を展開した結果が実を結び、災害復旧事業の実施に繋げることができた。」と、述べられました。
　総会には、舞立昇治参議院議員、高見康裕衆議院議員、飯塚俊之出雲市長をはじめ推薦県議会
議員や出雲市農政議員連盟、ＪＡ関係者等多数の来賓にご臨席賜わる中、農政会議代議員等総勢
112名の参加があり、4つの議案について審議され承認されました。
　また、全会一致で「生産資材価格高騰対策に関する特別決議」が採択され、昨今の肥料、飼料をは
じめとする生産資材価格の高騰に対して、一層かつ速やかな実効性のある対策が講じられるよう、農
政会議を挙げて運動を展開することが確認されました。

【活動内容報告】

　日頃より、JA事業をご利用いただき誠にありがとうございます。
　本年度（第２期）「有線放送事業」設備撤去についてお知らせいたします。

　工事が近づいた対象地区の有線放送利用者様、電柱等敷地の地権者様には随時
ご案内文書を送付させていただきます。工事の際は皆様にはご迷惑をお掛けいたし
ますが、何卒ご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

対象設備 宅内スピーカー、電柱、ケーブル、引込線

お問い合わせ先 JAしまね出雲地区本部 情報システム課　TEL0853-21-6039

「有線放送事業」設備撤去のお知らせ

※諸事情により変更となる場合も
   ございますのでご了承ください。

令和４年度

高松、荒茅・園、
大津、神門

令和５年度以降

今市・四絡、古志・塩冶、
佐田、朝山、稗原

農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を、下記の回収処分計画表の通り行います。持ち込み
を希望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要となりますので、最寄りの各営農
センターまでお申し込みください。なお、「産業廃棄物運搬車表示」は紙に手書きしたものでもかま
いませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセンターにおいて販売しておりますので、ご利用
ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板等

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※金属類・灯油用ポリタンク
※ビニールシート、パッカー等についている金属部分ははずしてお持ちください。

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税込 69 円
代金決済：営農口座より　令和 4 年９月２６日（月）引き落とし

地区名 回収場所 回収日
平田・灘分・久多美・桧山・佐香
国富・西田・鰐淵・北浜・平田東・伊野
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・長浜・大社・荒木・遙堪
上津・大津・塩冶・四絡
今市・高浜・川跡・鳶巣
朝山・乙立・稗原・佐田

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２６日（火）

８月　1日（月）
８月　２日（火）

８月　４日（木）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可
の物

１.回収処分計画表

ＪＡしまね出雲地区本部ふれあい福祉課 TEL 0853-21-6013  FAX 0853-21-6015(　)担当
坂根

現地集合型農業体験スクール
参加者
募集！

開催日程 ８月7日、9月11日、10月9日、11月13日 場　所 出雲市荒茅町の圃場 他

参 加 資 格 出雲市内（斐川町除く）の小学生
4～6年生のみなさん

募 集 定 員 20名（先着順）
参 加 費 1,500円／人

菌床製造工場その１
パッキングセンターその２
出雲vege 出雲やさい新話ファームその３

そばの播種（畑にまく）から収穫、そば打ち体験もするよ
そ ばその１

かぁちゃんブロッコリーの名前で有名な特産品
ブロッコリーその２

あぐりキッズスクール

応 募 方 法
ＪＡしまね出雲地区本部ホームページ
の応募フォームからお申込みください。

応募締切：７月２２日（金）

開  催  内  容
いずれも日曜日開催　（午前9時から１２時まで）

　ＪＡしまね出雲地区本部では、農作業体験や収穫体験を学んでいただく「あぐりキッズスクール」
を企画しました。実際の畑で出雲の特産品を栽培しましょう！施設見学もあるよ♪

IZUMO InformationIZUMO Information
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参 加 資 格 出雲市内（斐川町除く）の小学生
4～6年生のみなさん

募 集 定 員 20名（先着順）
参 加 費 1,500円／人

菌床製造工場その１
パッキングセンターその２
出雲vege 出雲やさい新話ファームその３

そばの播種（畑にまく）から収穫、そば打ち体験もするよ
そ ばその１

かぁちゃんブロッコリーの名前で有名な特産品
ブロッコリーその２

あぐりキッズスクール

応 募 方 法
ＪＡしまね出雲地区本部ホームページ
の応募フォームからお申込みください。

応募締切：７月２２日（金）

開  催  内  容
いずれも日曜日開催　（午前9時から１２時まで）

　ＪＡしまね出雲地区本部では、農作業体験や収穫体験を学んでいただく「あぐりキッズスクール」
を企画しました。実際の畑で出雲の特産品を栽培しましょう！施設見学もあるよ♪

IZUMO InformationIZUMO Information



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

3031

相
性
抜
群
で
す
の
で
こ
ち
ら
も
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
☆

●
天
候
に
も
恵
ま
れ
６
月
初
め
か
ら
家
庭

菜
園
も
絶
好
調
！
ま
ず
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ

き
ゅ
う
り
、
今
は
な
す
び
に
ピ
ー
マ
ン
や

ト
マ
ト
が
収
穫
の
時
期
に
入
り
ま
し
た
。

残
る
は
ゴ
ー
ヤ
。
昨
年
は
大
豊
作
で
し
た

の
で
今
年
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
大
津
町 

S
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

夏
野
菜
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
ね
。
た
く
さ
ん
の
種
類
を
育
て
て

お
ら
れ
て
す
ご
い
の
一
言
で
す
。
夏
野
菜

カ
レ
ー
に
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
、
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
レ
シ
ピ
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

●
「
健
康
散
歩
」
コ
ー
ナ
ー
の
足
に
優
し

い
靴
選
び
の
記
事
を
読
ん
で
、
靴
を
き
ち

ん
と
選
ぶ
こ
と
で
元
気
な
体
の
助
け
と
な

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
立
ち
仕

事
な
の
で
ぜ
ひ
靴
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
も
参

考
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
今
市
町 

J
・
M
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

足
に
合
う
靴
を
選
ぶ
こ
と
は
大
切

で
す
ね
。
立
ち
仕
事
は
特
に
あ
っ
て
な
い

靴
を
履
く
と
疲
れ
や
す
い
み
た
い
で
す
の

で
、
足
に
負
担
が
な
い
靴
を
選
ん
で
元
気

に
仕
事
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

●
今
回
は
「
島
根
ぶ
ど
う
」
に
つ
い
て
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
農
林
高
校
卒
業
の
私
に

は
懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
テ
ス
ト
に

も
出
ま
し
た
（
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
に
つ
い

て
）
。
こ
れ
か
ら
ぶ
ど
う
が
お
い
し
い
季

節
で
す
、
県
外
の
親
戚
に
送
る
準
備
し
な

く
て
は
・
・
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
２
層
ゼ

リ
ー
は
こ
の
夏
に
作
り
た
い
１
品
で
す
。

（
武
志
町 

K
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

旬
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ラ
ウ
ェ

ア
の
２
層
ゼ
リ
ー
は
見
た
目
も
き
れ
い
で

お
子
さ
ん
に
お
す
す
め
で
す
よ
。
ま
た
、

ソ
ー
ス
は
自
然
の
甘
さ
で
肉
に
も
魚
に
も

輝
け！

いずもスマイル

　島根県内では、令和３年時点で３６名の患者を確認しており、出雲市内では１６名の患
者を確認しています。いずれの患者数も近年では過去最多の感染者数となっています。

　野山や畑にいるマダニに咬まれることで感染する病気に日本紅斑熱があります。島根県では北山山系に
発生が多いと言われてきましたが近年は出雲市内全域で確認されています。

野外活動や草刈りなどをする時には、マダニに気をつけましょう！
健康ライフかわら版健康ライフかわら版

日本紅斑熱の
発生状況について

症状について
　マダニに咬まれてから２日～１週間くらいで症状が出ます。症状は発熱（高熱）、頭
痛、関節痛などを伴い、発疹が認められます。重症化すると死亡することもあります。

　野山や畑へ出かけるときや草刈りをす
る時には、次のことに気を付けましょう。

感染予防のためには？
　マダニが皮膚に咬みついて取れない
ときは、医療機関（皮膚科膚科など）で
処置してもらいましょう。無理に取ろう
とするとマダニの一部が皮膚内に残っ
てしまうことがあります。
　マダニに咬まれた
後、数週間程度は体
調 の 変 化 に注 意し、
早めに医療機関へ電
話予約・受診をしま
しょう。

マダニに咬まれてしまったら

お問い合わせ先 出雲保健所 衛生指導課　TEL 21-1185

　武志町に住む築森さん。趣味はグラウンド・ゴルフに家庭菜園、マジッ
ク（手品）、川柳など多岐にわたり、過去には日本グラウンド・ゴルフ協会
の標語・川柳コンクールで入賞したこともあります。
　体力づくりで始めたグラウンド・ゴルフは、既に30年が過ぎ、現在も週
に3日、地元の河川敷等で練習をしています。各種大会での入賞、全国
大会へ出場したときは長年続けてきた練習の成果を実感することができ
感無量になります。
　現在、1級普及指導員の資格を持ち、島根県グラウンド・ゴルフのプ
レー委員長や出雲支部グラウンド・ゴルフ協会の会長を務めています。ま
た、ボランティア活動にも積極的に参加し、主に平田で行われている野
鳥観察の観察員として参加しています。
　「年齢や性別を問わずプレーできるグラウンド・ゴルフは、スポーツと
しての楽しみと同時に、仲間との交流を図ることができます。また、健康
寿命の延伸につながる可能性の高いスポーツであり、明るく豊かな生活
を送る上で大切な役割を果たしていると思います。グラウンド・ゴルフがより一層多くの人に親しんでもら
えるよう願っています」と抱負を語る築森さんでした。

出雲市武志町

築森　寛喜さん （81歳）
つきもり ひろ　き

❶ 素肌を出さないように、長袖、
　  長ズボンをはく
❷ 虫よけスプレー（忌避剤）を活用する
❸ 地面に直接寝転んだり、腰を下ろしたりしないよう敷物を敷く
❹ 帰宅した後はすぐに入浴し、身体をよく洗い新しい服に着替える

★マダニに咬まれないための対策★

子どもの感染も
確認されています

大人だけでなく、子ども
への対策も忘れずに

しましょう

グラウンド・ゴルフに
魅せられて

　
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
の
生

け
垣
に
い
る
カ
モ
の
親
子
の
写
真
を
投

稿
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
稗
原
町
の

C

・

K
さ
ん
。
慌
て
て
携
帯
で
パ
シ
ャ

リ
！
と
。
連
絡
を
い
た
だ
き
早
速
現
場

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
巣
は
確
認
で
き

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
親
子
の
姿
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
気
に
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
☆

編
集
後
記

　梅
雨
も
明
け
て
毎
日
暑
い
日
が

続
き
ま
す
ね
。
さ
て
、
６
月
上
旬

に
湖
陵
町
の
大
山
農
園
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
市
内
の
保
育
園
児
に

よ
る
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
の
取

材
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
６
月
６

日
に
は
地
元
の
ハ
マ
ナ
ス
保
育
園

児
23
人
が
「
お
い
し
く
な
ー
れ
、

お
お
き
く
な
ー
れ
」
と
呼
び
か
け

な
が
ら
植
え
る
姿
は
と
て
も
可
愛

ら
し
く
感
じ
、
ほ
っ
こ
り
し
ま
し

た
。　農

園
を
管
理
す
る
鎌
田
さ
ん
は

「
食
と
農
の
体
験
を
通
じ
伝
統
あ

る
地
元
産
品
の
さ
つ
ま
い
も
栽
培

の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。
地

元
で
で
き
た
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
地
元
の
特
産
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

写真

みんなの広場みんなの広場
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れ
、

お
お
き
く
な
ー
れ
」
と
呼
び
か
け

な
が
ら
植
え
る
姿
は
と
て
も
可
愛

ら
し
く
感
じ
、
ほ
っ
こ
り
し
ま
し

た
。　農

園
を
管
理
す
る
鎌
田
さ
ん
は

「
食
と
農
の
体
験
を
通
じ
伝
統
あ

る
地
元
産
品
の
さ
つ
ま
い
も
栽
培

の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。
地

元
で
で
き
た
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
地
元
の
特
産
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

写真

みんなの広場みんなの広場



3233



3233



35 34

ラピタ・マリエやしろ業務提携記念キャンペーン

おさいふカードポイント 5,000ポイントプレゼント
期 間 対 象令和4年4月1日から

令和5年3月31日
キャンペーン期間中にラピタ・マリエやしろ業務提携
企画をご予約いただき、披露宴を行われた方

（挙式・披露宴の日は令和4年4月1日から令和6年3月31日まで）

×

ご予約・
お問合せ

ラブレ
LINEでの
お問合せ〒693-8587 出雲市今市町87番地　

TEL/0853-21-6063 FAX/0853-21-6637
〒693-0054 出雲市浜町327-1
定休日/火曜・水曜 営業時間/10：00～18：00

出雲サロン本店

ヴィラ・ノッツェ コルティーレ出雲
ヴィラ・ノッツェ レガール松江

コリドールコート
レストラン＆ウエディング LAUT

婚礼施設

あなたの夢が叶う結婚式
ラピタにて挙式・披露宴・パーティーのご相談・ヴィラ・ノッツェでのウエディング承ります

お問合せ：TEL0570-030-365
　　　　　（平日 10：00～20：00）

フィットネスジムFIT365

365日年中無休
24時間営業

会員募集中！

※ご入会時に会員カード発行料が5,000円
　（税込5,500円）かかります。
※セキュリティ管理／施設メンテナンス料
　年額4,980円（税込5,478円）が
　ご利用開始月を初月として3ヶ月目にかかります。

フィットネスジム
2,980円から通える
（税込3,278円）

月
額

ラピタ出雲

２
０
２
２ 

夏

２
０
２
２ 

夏

開催中

展
示
即
売
会

8/ （木・祝）
日11

まで
時間：10時～１7時まで
場所：ラピタ本店2階 催事場

月・木曜日は休店日
（但し、ポイント5倍デーの5のつく日及び8月は休まず営業いたします）

おさいふ
カードに

ポイント加点
いたします

もしもの為に備えて安心

防災対策用品
組合員のみなさまへ

出雲地方では昨年、記録的な大雨に見舞われ、住宅や田畑の浸水や交通機関の運休、道路の通行止めや土砂災害など甚大
な被害が発生しました。
今後も台風や大雨をはじめとする気象や地震により災害が発生し、避難が必要な場面も予想されます。
そのため、ＪＡしまねラピタでは組合員様の暮らしを守る一貫として、避難や防災に必要なアイテムをご用意いたしました。
この機会にぜひご注文頂きますようお願い申し上げます。

アイリスオーヤマの防災セットは
2005 年の発売以来、安心の品質
と充実のセット内容で、数多くの
お客様に選ばれています。

震災時に「本当に必要だと感じたもの」を

経験を基に厳選。
より使いやすく、より安心感をお届けできるセットに
しました。

経験したから、
提案できる。

防災士
監修

6,800円（税抜）
（税込7,480円）

「災害時本当に欲しいもの」
をセットに

アイリスオーヤマ
防災セット 2人用35点

お問い
合わせ ラピタ本店 2階生活課 TEL：0853-21-6058

FAX：0853-21-6084
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